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・京都府総合教育センター教師力向上アドバイザー

南丹市







それではご覧ください



南丹市

2006 南丹市
園部町、八木町、日吉町、美山町の合併



南丹市が目指す市民像 とは



南丹市の「市民像」

人権が尊重される温もりある地域社会の一員として、自然

と文化の薫り高い「ふるさと南丹市」を愛し、生涯にわた

って主体的で心豊かに学び続け、共に生きようとする市民

南丹市の教育の基本理念を実現するための３つの柱

・生涯にわたって学び続ける力の育成と環境の構築

・ふるさと南丹市を愛する心の醸成

・これからの社会を生き抜く力の育成とつながりの構築



自己紹介 と 教育理念



～ 自己紹介 ～

京都府総合教育センター
教師力向上アドバイザー

亀岡市立南桑中学校 南丹市立園部中学校

南丹市立八木中学校

・歴史的課題
・青葉学園（児童福祉施設）

③ ８年（教頭２年）

・歴史的課題
② ８年
④ ２年 （教頭）
⑥ ４年 （校長）

地元
・歴史的課題
① ８年
⑤ ４年（校長）

②

③

南丹局
総括指導主事

２年

勤務校
南丹市立八木中学校
南丹市立園部中学校
亀岡市立南桑中学校

教頭 ４年間
校長１０年間

学力を上げてこそ
負の連鎖が切れる

南丹市教育委員会
教育長



【教師としての信念】

○教育によって生徒の背景にある負の連鎖
を切る（人生を変える）

○義務教育終了時、夢と希望を持って進路を
実現できる生徒の育成

【教育基本法】
第一章 第一条 （教育の目的）

教育は、人格の完成を目指し、平和で民
主的な国家及び社会の形成者として必要な
資質を備えた心身共に健康な国民の育成を
期して行わなければならない。

児童・生徒は、産まれる場所も姿も環境も選べない

しかし、義務教育は全ての人に保障されている

だから義務教育で する

私の教育理念

教育理念

全ての生徒の可能性を伸ばし進路を実現

人権教育を基盤に



南丹市教育長就任にあたって

自分ありきではなく
南丹市の子どもありきの教育を



管理職に対して

リーダー（管理職）像の徹底
～ 合言葉は「リセット」 ～



○ 軸をぶらさない者

○ メタ認知能力を備えようとする者

○ 部下を大切にできる者 ※ 仲が良いのと仕事は別

〇 自ら行う教育を示すことができる

私が考えるリーダーとは

※ 常に「教育理念」を基に対応

【自己チェック】 ・ １つの価値観で判断していないか
・ プライドだけで対応していないか

※ 自分を常に向上させ 苦手なことを克服しようとする者

※「待つ勇気」と「責任をとる覚悟」

※ 「教育の見える化」や具体的な手立てが示せる者



目指す南丹市の教育を実現する為に

～ R-PDCAサイクルで ～



社会の変化や要望に対応した教育
環境の充実
〇中学校給食の早期実施
〇放課後児童クラブの施設整備
〇適応指導教室「さくら」の開設

～「個別最適な学び 」の実現

ＧＩＧＡスクール構想
早期実現と環境整備

校内LANの整備
iPadを活用した授業実践

ブロック活動の充実
（園部・八木・殿田・美山）
縦の連携による教育の充実

生徒理解・非認知能力の育成 等

学校運営協議会制度（コミュニ
ティ・スクー）を早期に導入
「良い学校教育が良い社会を
つくる」を実現する教育実践

主体的・対話的で深い学びを実現
する授業研究
新学習指導要領の目的「どのよう
に学ぶか」を実現する教育実践

南丹市教育の強み

学校図書館を拠点に『ことばの力育成』 ～ Ｈ24から「ことばの力育成支援員」が南丹市内全小中学校に配置

課題へのアプローチ

教師力向上に向けた職員研修の充実
・ 授業力向上の為の授業研究会実施
・ 生徒理解力向上の為の研修会実施

非認知能力の育成
・ブロック活動の充実

就学前教育との連携を接続に

学力向上
人権教育の充実

不登校生徒への対応
・ 校内組織充実による指導力の向上
・ 他機関との連携強化

～ 「チーム学校」の視点で課題克服
人材育成（授業力向上）の柱を
・文部科学省等の指定

OJTの視点を取り入れた取組

部活動地域移行に向けた取組
・生徒保護者目線と教員の負担軽減

共同学校事務室の早期設置
学校事務の効率化と人材育成 等

子 ど も あ り き の 教 育 を 実 現 ～ 全ての子どもの可能性を伸ばし進路を実現する教育を ～



教育委員会と各幼稚園・小学校・中学校との連携強化と効率化
teamsの活用（校長・教頭・教務主任・生徒指導主任 等）

教育委員会としての具体的な取組

ICTの利活用

始業報告

学校運営協議会任命式

移動時間の削減
業務改善



教育委員会としての具体的な取組

各校の強みと課題

教育の見える化

幼児・児童・生徒
のための教育実践

学校訪問
・SWOT分析
・学校経営計

自校教育紹介シート
他校に紹介したい実践内容

南丹市教育実践シート作成

南丹市教育のレベルアップ



教育委員会としての具体的な取組

教頭会・教務主任会等各会議で教育長講話を１時間

人材育成

※ 南丹市教育マニュアル及び教育長講話集の作成

５月 校園長会議

キャリア教育担当者会議

資料や動画をTeamsに
いつでも振り返りができる

校内研修会での活用



当面の課題に対する対応（方向性の提示）

人権教育の充実

学力向上



〇 教師力向上の取組 ※ 教職員研修の充実

・ 授業力向上に向けた授業研究会の実施

・ 生徒理解力の向上に向けた研修会の実施

〇 不登校生徒への対応を充実

・ 校内組織の充実による情報共有と分析力の向上

・ 他機関との連携強化
～ 「チーム学校」の視点で課題克服に向けた教育実践

当面の課題に対する対応（方向性の提示）



〇 人材育成（授業力向上）の柱を
文部科学省・京都府教育委員会（南丹教育局）の指定
OJTの視点を取り入れた取組 例 みんな19時間

〇 アフターコロナに向けて ※基礎疾患を持つ人への配慮
・ 「不易と流行」の視点で学校行事の整理

〇 非認知能力の向上
・ ブロック活動の充実 ～ 就学前教育からの学びを大切に

〇 部活動地域移行に向けた取組
教員の負担軽減と生徒を大切にする視点

当面の課題に対する対応（方向性の提示）



南丹市教育のキーワード

〇 「場の構造化」と「時間の構造化」
・教育環境整備（ 不登校生徒対応教室 等 ）
・年間行事予定の整理（ 水曜日 ） ・会議設定時間

〇 「ICTの利活用」
・不登校児童生徒や特別支援的な課題を有する児童生徒への対応

〇 「自己有用感」に基づいた「自尊感情」の育成
・ 生徒指導３機能を活かした授業実践
・ 生徒が認められる場の設定 伝達表彰の在り方 広報 等

※「自己研鑽と向上心」の姿勢が信頼関係の構築につながる

校長・教頭姿勢 → 教職員姿勢 → 児童・生徒の学び



児童・生徒は 産まれる場所も姿も環境も選べない。
しかし 義務教育は全ての人に保障されている。

だから 義務教育で全ての子どもの可能性を伸ばし進路を実現する

令和５年度南丹市教育の充実に向けて
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